
※「社会経済情勢の変化と課題」については、総合計画審議会による中間答申（平成１７年３月）の概要

これまでの重点施策体系

１　新たな社会システムの創造

１　男女共同参画社会の形成
　①男女平等意識の確立
　②女性のエンパワーメント  の支援
　③男女がともに育児や介護と仕事を両立できる
     環境整備

２　ゆとり創造社会の形成
　①育児・介護に対する負担の軽減
　②豊かな自然や身近な緑とのふれあい
　③ユニバーサル・デザイン  のまちづくり
　④「自分らしい生き方」の実現

３　循環型社会の形成
　①森・川・海を一体としてとらえた「循環の理念」
     の具体化
　②環境への負荷の少ないライフスタイルの実現
　③産業活動と環境の調和

４　参加と連携による地域づくり
　①“うつくしま、ふくしま。”県民運動  の推進
　②ボランティア・ＮＰＯ  活動の促進

２　新たな発展の土台づくり

１　新時代に対応した活力ある産業の育成
　①研究開発の促進
　②物流効率化の推進

２　多極交流圏の形成
　①大交流時代における魅力ある滞在空間の
　　形成
　②高度情報先進地域の形成

３　個人の可能性が発揮できる舞台づくり
　①新しい産業を支える創造的な人材の育成
　②高齢者の有する豊富な知識・経験の活用

社会経済情勢の変化と課題

１　急速に進行する少子高齢化
　○急速な少子化の進行
　　・合計特殊出生率
　　　Ｈ１２：１．６５　→　Ｈ１６：１．５１
　　・年少人口（０～１４歳）の割合
　　　Ｈ１２：１６．０％　→　Ｈ１６：１４．９％
　　・平成１５年に自然増減人口がマイナスに
　　　転じる（△７７０人）
　○急速な高齢化の進行
　　・老年人口（６５歳以上）の割合
　　　Ｈ１２：２０．３％　→　Ｈ１６：２２．１％
     ※特に７５歳以上の高齢者の増加が著しい

２　深刻化する過疎・中山間地域  の状況
　○高齢化の著しい進行
　　・老年人口（６５歳以上）の割合
　　　（平成１６年１０月１日現在）
　　　県：２２．１％
　　　昭和村：５２．７％　金山町５０．５％
　○歯止めがかからない人口減少
　　・人口の減少率
　　　　　　　　　　　（H7/H2）　（H12/H7)
　　　県全市町村：　 １．４％　　△０．３％
　　　県過疎地域：△３．４％　　△６．０％

３　安全・安心を脅かす新たな問題の発生
　○計画策定後により顕在化した新たな問題
　　・へき地等における医師不足
　　　人口１０万人に対する医師数
　　　（平成14年12月）
　　　　　過疎・中山間地域　７３．５人
　　　　　上記以外の地域　１９９．１人
　　・新たな感染症の発生
　　・児童等に対する虐待
　　・集中豪雨や大地震等の大規模災害の発生
　　・原子力発電所における不正問題などの発生
　　・身近なところでの犯罪の多発
　　　連れ去り事件や声かけ事件
　　　振り込め詐欺
　　・食品の不正表示
　　・個人情報の漏えい

４　グローバル化など変貌する経済環境
　○グローバル化のさらなる進展
　　・経済成長率（実質）
　　　中国　１２年度　８．０％　１４年度　８．０％
　　　日本　１２年度　３．０％　１４年度　１．２％
　　・中国進出事業所数
　　　平成５年調査　　１２事業所
　　　平成１４年調査　４９事業所
　　　（福島県企業国際化実態調査による）
　○経済構造の変化と地域間格差
　　・有効求人倍率　　　　　　　（１７年１月）
　　　福島県　１２年　０．６５　１７年　０．７８
　　　国　　　　１２年　０．５９　１７年　０．９１
　　　愛知県　１２年　０．７４　１７年　１．６３
　　　東京都　１２年　０．６５　１７年　１．２５

５　地球規模で拡大する環境問題
　○広域化する環境問題
　　・地球温暖化
　　・進まない二酸化炭素排出量の削減
　　　二酸化炭素排出量（H2を１００とした指数）
　　　県　Ｈ１３：１２２．１　Ｈ１４：１２３．２
　　　国　Ｈ１３：１０８．２　Ｈ１４：１１１．２
　○増加するごみ排出量
　　・ごみ排出量（１人１日当たり　ｇ）
　　　県　Ｈ１３：１，０５５　Ｈ１４：１，０５７
　　　国　Ｈ１３：１，１２４　Ｈ１４：１，１１１

６　加速する地方分権の動き
　○本格的な実行段階を迎えた地方分権
　　・三位一体改革の議論の本格化
　　・市町村への権限移譲事務数（累計）
　　　Ｈ１２：１，１５１事務　→　Ｈ１６：１，２８５事務
　○参加と連携による地域づくり意識の高まり
　　・ＮＰＯ法人認証数（累計）
　　　Ｈ１２：３５団体 →　Ｈ１７（１月末）：　２４８団体
　○参加と連携による取組みの広がり
　　・犯罪件数（県内）
　　　Ｈ１５：３５，５６１件→Ｈ１６：２９，１３７件
　　・交通事故死亡者数（県内）
　　　Ｈ１４：２００人　→　Ｈ１６：１６２件
　　・児童生徒のいじめの発生件数（県内）
　　　Ｈ１４：６９件　→　Ｈ１５：２２件
　　・全国の湖沼の水質調査（Ｈ１５）
　　　猪苗代湖：１位　磐梯五色沼湖沼群：２位

●地域経済の活力の低下

●介護ニーズの増大

●子どもや若年層の自立

●深刻な後継者不足

●地域社会の活力低下

●森林や農地の荒廃による多面的機能の低下

●画一的な施策実施の弊害

●いのちや人権に関わる不安の増大

●大規模災害等地域における不安の増大

●消費に関する不安の増大

●国内外を含めた地域間競争

●地場産業や農林水産業の振興

●中心市街地の活性化

●厳しい経済・雇用情勢

●水、大気、土壌、生物等の自然循環の阻害

●日常生活や事業活動による廃棄物等の増加

●本県の恵み豊かな環境の保全と創造

●住民が主役となる新たな地域づくりの必要性

●地域における助け合いや連携

●地域課題の複雑・多様化

新しい重点施策体系

Ⅰ　ユニバーサルデザインに彩られた
   ともに生きる社会の形成

１　男女共同参画社会の形成
２　豊かな長寿社会の実現
３　子どもや障がい者にやさしい社会づくり
４　ともに生きる社会の環境づくり

Ⅱ　安全で安心な社会の形成

１　保健・医療・福祉が充実した共生社会づくり
２　防災・防犯対策等が充実した地域社会づくり
３　安全・安心が確保された消費社会づくり
４　安全・安心を支える交流と連携の推進

Ⅲ　循環型社会の形成

１　豊かな自然環境の未来世代への継承
２　環境にやさしいライフスタイルの実現
３　豊かな自然や美しい景観の利活用と
　　環境に配慮 した事業の展開

Ⅳ　活力ある個性豊かな社会の形成

１　世界を視野に入れた産業の育成
２　多様で広域的な交流・連携
３　地域内経済循環の活性化と地域の宝を生かした
    産業づくり
４　地域が主役の活気にあふれたまちづくりの推進
５　雇用の創出と多様な就業機会の確保

Ⅴ　参加と連携による地域づくり

１　多様な主体の参加と連携による地域づくり
２　ユニバーサルデザインや超学際　的な取組み
    の推進

Ⅵ　緊急課題への対応

Ⅵ－Ⅰ　子育て支援など次代を拓く仕組みづくり

１　安心して子どもを生み育てることができる
    社会の実現
２　人口減少に対応した仕組みづくり
３　未来を担う人づくり

Ⅵ－Ⅱ　過疎・中山間地域対策

１　地域の価値の継承者づくり
２　地域を支える安全で安心なくらしづくり
３　地域の宝を生かした産業づくり
４　柔軟で効果的な施策の推進

新しい重点施策体系
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 *印のある語句は巻末の用語解説をご覧ください。
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